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・環境・SDGs 先進都市としての評価 
・高等教育機関・研究機関との連携 
 

⑤商品・サービ
スの具体的な
内容 
（What） 

・再生品質の更なる向上による水平リサイクルの実現（PET to PET、家電 to 家電、Car to Car
など） 
・動脈企業と連携した再生品の高付加価値化（例︓CO2 フリー素材） 
・北九州市の施策「再エネ 100％北九州モデル」と連携し、新たな使用済み製品（EV バッテリーを
含む廃⼆次電池、廃 PV パネルなど）を対象にしたリユース・リサイクルを整備する。 
・「一貫最適」のシステム構築による付加価値を測る評価システムを構築し、それに基づく評価結果
を⾒える化するとともに、北九州エコタウンをサーキュラー・エコノミーのモデル地域として情報発信し、ブ
ランド⼒を強化する。 
・必要な制度・政策に関する提⾔（リサイクル原料の対象拡大・確保を含む）を⾏う。 
 

⑥担い⼿
（Who） 

㈱アステック⼊江、㈱エコウッド、⻄⽇本オートリサイクル㈱、㈱⻄原商事、⻄⽇本家電リサイクル㈱、
⻄⽇本ペットボトルリサイクル㈱、⽇本環境設計㈱、⽇本磁⼒選鉱㈱、三菱マテリアル㈱、アミタホ
ールディングス㈱、㈱新菱、⽇本乾溜⼯業㈱ 他 

課題・ボトルネックを
乗り越えるために⼒
を借りたい⼈物・企
業像 

⑦事業で生じ
る循環 

北九州サーキュラー・エコノミー型の社会循環システム 

 
 

・デジタル技術を保
有する企業（回収
の新たな仕組みの
構築） 
・北九州市 
・大学・研究機関 
・市⺠ 
 

⑧事業で生じ
る成果 

・北九州エコタウンが世界に先駆けたサーキュラー・エコノミーの地域モデルとして評価され、国際的な
エコタウン・ブランド⼒の形成に繋がる。 
 

 






